
公表日：2019年　2月　28日 事業所名：こども支援センタースマイル

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

少しでもスペースを確保するために、常設や
常備されている物品を最低限にしています。
活動に応じて机やいすなどは随時片づけて
います。

はい15　どちら2　わからない1
室内だけであるため、十分とは感じにくい。活動
によって部屋が分かれているので、分かりやすく
過ごしやすい。

今後も活動の内容によって部屋をかえたり
安全に活動出来るようにスペースを考えな
がら行っていきます。

2 職員の適切な配置 法令必要とされる配置をしています。
はい15　どちら1　いいえ1　わからない1
専門知識の高さを希望します。手厚くて有り難
い。

今後も引き続き必要な人員配置を行ってい
きます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

事業所内は段差のない構造となっており、子
どもたちが気になってしまう物は取り除き、
写真やイラストなどで視覚的に分かりやすく
しています。

はい15　どちら2
写真やイラストで表してあり、視覚で分かりやすく
している。

今後も安全面や子どもたちが過ごしやすい
よう視覚を意識した環境作りを大切に心掛け
ていきます。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

清掃や除菌に気を配り、子どもたちが清潔で
心地よく過ごせる生活空間を確保できていま
す。

はい16　どちら2
いつも片づけてあってクリーンなイメージである。

今後も引き続き毎日の清掃や換気など意識
して行っていきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

日々、業務につく際に申し送りと当日の利用
者の状況確認や注意事項の確保を行いま
す。ミーティングで支援を振り返り、必要に応
じて業務改善しています。

今後も課題や目標に向かっての支援を日々
振り返り確認していきます。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

実施していません。 今後、検討します。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

外部主催の研修会を調べ、職員に周知。研
修後は全体会議などでそれぞれ報告するよ
うにしています。

可能な限り必要と思われる研修には参加し
ていき職員間で受けてきた内容を共有しス
キルアップに繋げられるようにしていきます。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

計画期間ごとに、職員間での支援状況の確
認や計画・支援の見直しを行い、モニタリン
グでは保護者のニーズを確認して作成して
います。

契約時のアセスメントや懇談（モニタにング）
などで保護者と話し合い日々の記録などをも
とに個別支援計画を作成します。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

個々の課題を大切にしながら、毎日のミー
ティングで話し合いをして、それをもとに活動
内容を検討し、計画に反映しています。

個人の現状に合わせた個別活動と集団での
活動とを組み合わせ個別支援計画を作成し
ていきます。

児童発達支援事業に係る自己評価結果

適
切
な
支
援
の
提

区分

環
境
・
体
制
整
備

業
務
改
善



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

子どもの支援に必要な項目を設定し、具体
的な支援内容を記載しています。

はい18
今後も支援内容を具体的に分かりやすく明
記していきます。

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

日々の活動の記録を取りまとめ、利用者一
人一人の特性や興味、取り組みの様子に合
わせて支援を行っています。

はい14　どちら2　わからない2
小学校のような参観日みたいなものがもう少しあ
り、普段の様子がもっと分かればいいなと思った
ことがある。

職員間で話し合い共有し、今後も適切な支
援を実施していきます。また、普段の様子を
見て頂ける機会を設けられるよう検討してい
きます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案
担当者が中心になり作成し、プログラムの内
容を提示してチーム内で確認しています。

現状の取り組みを継続していきます。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

平日は集団活動や個別課題を行い、土曜日
や長期休暇はサービス提供時間が短くなる
ため、時間に合わせたサービスの提供を
行っています。

サービス提供時間を考慮しながら子どもたち
のペースに合わせて様々な内容を取り決め
行っていきます。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

月間でプログラムを作成し、子どもたちが楽
しめる活動を考え、固定化するプログラムを
入れながら、家庭ではなかなか体験できな
いことを企画しています。

はい12　どちら2　わからない4
お買い物へ行くなど社会経験ができて良いと思い
ます。毎日スケジュールが組んであり、保護者に
もスマイル便り知らせてくれる。

今後も継続して行うプログラムと新しい内容
の活動も取り入れながら行っていきます。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

支援開始前にミーティングを行い、支援につ
いての注意点など買う人し、役割分担の確
認もしています。

引き続き継続します。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

支援終了後にミーティングを行い、その日の
振り返りをし、継続していく支援や改善など
について話し合いをして、情報の共有も行っ
ています。

引き続き継続します。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

個別の記録に日々の様子を記載し、見直し
や改善を行っています。

様々な視点から見直しながら検討・改善に努
めていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

定期的なモニタリングを実施し、半年に1回
支援計画の評価、見直しをしています。

引き続き継続します。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

児童発達管理責任者が参加していますが、
必要に応じて職員も参加しています。

引き続き継続します。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

医療的ケアが必要な子どもは利用していま
せん。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

重症心身障がい児童の医療機関との連携
体制は行っていません。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

担当者会議に参加し、他事業所との情報共
有や必要に応じて保育所や認定こども園、
幼稚園との情報共有を行っています。

幼稚園等との情報共有が難しい場合も
ありますが要望がある場合は可能な限
り行っていきます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

研修に参加したり、助言をいただくこともあり
ます。

今後も研修に参加したり助言を頂き取り
入れていきます。

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

地域の子どもたちが集まる場に出かけると
いう事はありますが、交流を目的にという事
は現在実施できていません。

はい5　いいえ6　わからない7
本人が該当しているかわからない。子育てプラザ
や公園に行くことで施設以外の子たちとふれ合え
る機会を作ってくれる。

こちらから参加出来るところへ出掛け触
れ合う場や機会を作ることで交流が持て
たり、障がいのない子どもとの活動に繋
げられるよう今後も検討していきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

散歩の時の挨拶や買い物学習等で地域の
方との関わりはありますが、事業所の行事
の招待は実施していません。

　
機会があれば地域の方との交流も考え
ていきたいと思います。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
iな説明

見学時、契約時に説明しています。質問が
あった時にはその都度説明しています。

はい17　どちら1
引き続きご理解いただけるようしっかり
と説明していきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

懇談（モニタリング）で支援計画を示しなが
ら、内容の丁寧な説明を行っています。

はい17
引き続きご理解いただけるようしっかり
と説明していきます。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

懇談（モニタリング）の時に話し合い、一緒に
考えたり、助言を行っています。積極的なペ
アトレーニングは行っていません。

はい8　どちら2　いいえ4　わからない4
特別そういう機会はないが、常に気になることが
あれば個別に質問すると答えてくれたり、相談に
のってもらえる。

今後も保護者と一緒に考えたり外部か
らの講師の先生を招いて保護者の方向
けの講演会をして頂くことも今後、検討
していきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

連絡帳や送迎時にて共通理解を心掛けてい
ます。

はい15　どちら2　いいえ1
連絡帳で毎日丁寧に活動を知らせてくれる。保護者も
記入でき、返答ももらえる。すごく温かく関わってもらっ
ているが、先生によって関わり方や考え方が違うと感じ
ることがあるので共通理解を深めてもらえたらと思う。

子どもの関わり方はミーティングの時に
職員間でも共通の理解を意識し、保護
者の方にも連絡帳や送迎の時を通して
共通理解を心掛けていきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

ご相談いただいたことに共に考え対応してま
す。必要に応じて、相談専門員への相談や
他機関の紹介を行っています。

はい14　どちら1　いいえ2　わからない1
参観できる機会がもう少しあれば安心する。アド
バイス等はあまり受けたことがない。

今後もご相談いただいたことには共に考
え対応していきます。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

年に２回茶話会を開催しています。
はい12　どちら2　いいえ2　わからない2
茶話会などで情報交換ができる。茶話会で経験
者の意見を聞ける機会があることは嬉しいです。

内容等も保護者のニーズに応えられる
よう検討していきます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時に苦情窓口の説明を行い、苦情やご
意見に対して、事実確認等、迅速かつ丁寧
に対応するように心掛けています。

はい11　いいえ1　わからない6
以前に気になる点を伝えたが、職員の声のトーン
や声かけ、子どもに対してのより適切な支援を要
望します。

引き続きご理解頂けるよう契約時に説
明させて頂きかつご意見等を頂いた時
は、職員間で話し合い今後の方針・改善
部分を保護者の方にも伝えていきます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

１日の様子を連絡帳に記載し、口頭や必要
に応じて電話連絡を行っています。

はい14　どちら3　いいえ1
連絡帳でやり取りできていると思う。なかなか伝
えられていないので、これから伝えていきたいと
思う。

今後も引き続き継続で行っていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

毎月「スマイル便り」を発行し、月単位、週単
位の活動予定や行事予定、連絡事項、事業
所の様子をお知らせしています。

はい14　どちら1　わからない3 今後も引き続き行っていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応

個人ファイル等、個人情報等の取扱いにつ
いては、職員間で他者の目に触れることの
ないように徹底し、事業所内の施錠を行うな
ど対応しています。

はい16　どちら1　わからない1 今後も引き続き行っていきます。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

各マニュアルを作成し、マニュアルは職員が
いつでも見られるように事務所内に掲示して
います。保護者の方には周知できていない
のが現状なので、分かりやすい一覧表など
作成するようにします。

はい8　どちら2　いいえ3　わからない5
分かりやすい一覧表などがあればよいと思う。避
難場所・引き渡し方法のマニュアルが欲しい。

今後、保護者向けにマニュアルを作成
し、配布します。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

月1回ずつ、火災、地震、不審者侵入の避難
訓練を行っています。

はい15　わからない3
避難訓練は、定期的に行われており、子どもたち
にも教えてくれている。

今後も月１回の実地日をスマイル便りで
知らせ、継続して行っていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

定期的に研修のお知らせは職員にしていま
す。研修に行った職員から報告を受けて全
員へ周知しています。

外部研修がある場合は、積極的に参加
しその内容を職員間で共有していき虐
待防止の意識を高めていきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

これまでに身体拘束をするような事例はあり
ませんでしたが、命に関わる場合には保護
者の方の同意を得たうえで対応させていた
だきます。

現在、身体拘束は行っていません。必
要な場合は保護者の方と話し合い適切
な対応を行います。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

食物アレルギーのある利用者さんは契約時
に保護者の方とアレルギーが出た時の症
状、対応について確認し、その後職員全員
に伝えるようにしています。

今後も継続して行っていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリハットや事故報告はその都度、発生状
況、経緯や原因、再発防止への取り組みを
職員間で共有するようにしています。

今後も継続して行っていきます。


